
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「我慢」を学ぶことの大切さ 

校長 松永 裕幸 

１０数年前、保健関係の集会に参加した時の講話が、「歩育の大切さ」をテーマにした内容でした。その当時から、「歩いて登

校、歩いて下校」を保護者の方々に訴えていたのを思い出します。私が教員を始めた３５年ほど前は、ほぼ全員が徒歩、又は自

転車で登下校をしていました。自分が通うべき学校なのだから、自分の責任で登校する。このようなことを通して、「自分のことは

自分でする。」そんな当たり前のことを、家庭や学校、地域の中などで自然と学んでいたように思います。実際、私の息子たちも、

小学校入学した６～７歳のころ、３km弱の距離を毎日、雨の日も歩いて登校させていました。何事も、苦労や辛さを我慢強く乗り

越えて、自分の行動で、最後まで成し遂げる。その過程で得た喜びや辛さを、成功体験、又は失敗体験として経験を体に刻み込

んでいたように思います。そのようなことを、今の子どもたちは経験してきているのだろうか？と疑問を感じることがよくあります。 

本来、多くの経験を積み重ねることで、子どもたちは成長していきます。もちろん、全てのことを子どもだけで達成できることは

少なく、保護者や周りの大人の手助けは必要になってきます。しかし、あまりに手をかけすぎてしまうと、その貴重な機会は、単なる

「イベント」になってしまい、子どもの成長には繋がっていきません。出来る事は極力子どもにさせ、子どもだけでは不可能な部分

について、「やってあげる」のではなく、「手助け」をしてあげ、貴重な機会へと繋げていくことが必要です。そのような、保護者や周

りの大人たちの「子どもを見守っている」という姿勢が大切なのだと思います。 

身近な例の一つとしては、登下校時の保護者による送り迎えの多さです。もちろん、様々な理由で送り迎えが必要な場合もあ

るでしょうが、それにしても、送迎車の多さを感じます。登下校についても、基本的には子どもたち自身の責任でしなければならな

いことだと思います。特別な理由がない限り、自力で登校させることは必要なのではないでしょうか。結果、遅刻することになって

も、その失敗経験が、次の日からの生活に生かされるきっかけとなるはずです。このような地道な我慢を、少しでも多く、子どもた

ちに経験させていくことは、子どもたちが大人になったときに、必ず生かされていくことでしょう。  
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２年生曽於高校見学 
 １月１６日(金)５・６時間目に２年生が曽於高校の学校見学を
行いました。毎年恒例になっているこの行事ですが、２年生のこ
の時期に実際の公立高校の雰囲気を肌で感じることで、１年後
の自分の進路選択に向けてよい機会になっています。中学と高
校の数学の違いや農場の施設見学など、高校の先生方は熱心
に説明していただきました。 

ＳＮＳの使い方大丈夫？ 
 裏面の学校生活と家庭教育に関するアンケート結果からも分かるように、子どもが自分専用の情報端末を持っている割合が
年々高くなっています。それに伴い、学校が把握する SNSのトラブルも増えています。しかし、トラブルの内容を保護者が把握して
いない場合も多く、発覚した時には取り返しのつかない状態になっていた…というケースも珍しくありません。今一度、ご家庭で
スマホ・タブレットの使い方のルールを見直していただき、お子さんの使用状況の把握をお願いします。  

春の祭典 ３年連続 金賞受賞！ 
１月１７日(土)に鹿児島市宝山ホールで開催された、春の祭典
に２年１組が出場し、金賞を受賞しました。曲は「旅立ちの時～
Asiandream song～」です。指揮は上野夏姫さん、伴奏は中丸
幸恵さんです。昨年７月に実施された合唱コンクールでも金賞を
受け、学校代表として１月まで練習を重ねてきた成果を、十分に
発揮することができました。 

新入生説明会 
 １月２１日(水)の５・６校時に財 
部地域の小学校６年生が集合し 
中学校入学のための説明会が 
行われました。参加した児童の 
みなさんは緊張した面持ちで説 
明を聞いたり、授業施設参観を 
行ったりしていました。入学まであと２か月です。「残りの小学
校での学校生活を、中学校生活を意識して送ってほしい」とい
う生徒指導主任からの話を頷きながら真剣に聞く表情に、来
年度の１年生の頼もしさを感じたところです。みなさんが財部

中学校へ入学してくる日を全校一同待っています！ 

１年生地域探究プロジェクト ちいぷろ 
 １年生の総合的な学習で地域探究プロジェクト「ちいぷろ」を
１年かけて取り組んできました。班ごとに分かれて、地域を盛り
上げるための取組を企画したり、地域のことをもっと知ってもら
うための発表を行ったり…。そして、来る２月１４日(土)１４：００
～１５：００に北俣社会福祉協議会の方々をお招きし、昔の遊び
を教えてもらい、実際に楽しもう！という企画が実施されます。
竹とんぼや竹水鉄砲、竹馬、フラフープ、お手玉など…さまざま
な昔遊びを北俣社協の方々と一緒に楽しみます。 
参加したい方は、財部中学校(教頭)までお知ら 
せください。締め切りは２月４日(水)です。 

生徒の感想より 

今まで曽於高校のことについてよく知らなった。しかし、機械電子科

の見学を通して高校生が一つのことに集中して学んでいる姿を見

て、楽しそうな高校生活だなと思った。畜産食農科では動物とふれ

あい、世話をすることで感謝の気持ちが生まれるだろうと感じた。こ

れから３年生だ。自分の目標を明確にして取り組んでいきたい。 

生徒の感想より 
結果は金賞でとてもうれしい気持
ちもあるけど、自分だけの力では
ないし、一人一人が絶対に金賞を
得るという気持ちだったから得ら
れたと思った。今後は合唱以外の
学校生活も全力でやり切りたい。 



＜ 評価について ＞ 各評価に対して点数化して平均を出しています。   （曽於市立財部中学校２学期実施） 

 5：とてもあてはまる 4：あてはまる 2：あまりあてはまらない 1：あてはまらない   

番号 生徒評価項目 5 4 2 1 平均 

1  学習への関心・意欲・態度は良好で、学力向上に向けた努力をしている。 20 83 20 0 3.9 

2  毎日の課題や予習・復習等の家庭学習にしっかり取り組んでいる。 19 71 29 3 3.6 

3 
 授業において、まとめの時間（授業の振り返り、自分で書いてまとめたり、授業に関する小テストや問題を解

いたりなど）が確保されている。 

34 74 13 2 4.1 

4  授業内容を理解している。 21 80 21 0 3.9 

5  常日頃、礼儀正しいあいさつや正しい言葉遣いに努めている。 56 54 12 0 4.2 

6 
 社会や学校のルールを守って生活している。（交通ルール、身なりや頭髪などの学校のきまり（服装容儀規定

等）を含む） 

71 49 2 0 4.6 

7  自分のスマートフォンを持っている。 99   23 4.1 

8  自分が使用するインターネット端末にフィルタリングを設定している。  43 44 11 19 3.7 

9  親に自分のインターネット状況（誰とどんなやりとりがあるなど）を知らせている。  32 51 18 17 3.4 

10  インターネット端末に関するトラブルや危険性をよく理解している。  77 45 1 0 4.6 

11  テレビ・ゲーム機器・スマホ・携帯電話等のメディアの使用については、家庭で決めた約束ごとを守っている。 40 72 7 4 4.2 

12  自分はやればできると思う。 38 64 17 3 4.0 

13  集団の一員として、学校行事や生徒会活動、清掃作業、部活動等に積極的に取り組んでいる。 51 61 11 0 4.3 

14  中学生としての自覚をもち、家庭や地域での役割をしっかり果たしている。（家庭での手伝い、地域行事等） 46 63 14 0 4.1 

15  誰に対しても思いやりをもち、望ましい人間関係づくりに努めている。 43 70 10 0 4.2 

16  本や新聞をよく読んでいる。 19 37 48 18 3.0 

17  道徳の授業では、道徳的価値について学び、自分の生き方についての考えを深めることができている。 49 68 6 0 4.3 

18  親と学校や日常のことについて話をしている。 51 56 11 5 4.0 

19  親子で、 将来のことや中学卒業後の進路について話す機会をもっている。  39 58 20 5 3.9 

20  毎日、規則正しい生活（食事・起床・就寝・入浴等）を送っている。  51 52 16 3 4.0 

21  悩み事や相談ごとトラブル等があったら、先生は親身に対応してくれる。 37 75 11 0 4.1 

22 
 生徒が悪いことやまちがったことをしたら、先生も注意したり厳しく叱ったり温かく諭(さと)してくれたり熱

心に指導してくれる。 

48 72 3 0 4.4 

23  財部中学校は、安心して子どもが楽しく生活できる学校だと言える。（いじめ・問題行動への対応を含む）  46 67 9 1 4.1 

24  学校からの配布物を必ず保護者に渡し、締切りに間に合うよう提出している。 46 52 24 0 4.1 

25  学校のホームページ・ブログを閲覧している。 7 33 38 44 2.1 

26  部活動において週２日以上の休みをとっている。（大会等以外 1日は土日のいずれか休む） 24 29 3 17 3.5 

 
 

番号 保護者項目 5 4 2 1 平均 

1  学習への関心・意欲・態度は良好で、学力向上に向けた努力をしている。 6  51  22  8  3.3 

2  毎日の課題や予習・復習等の家庭学習にしっかり取り組んでいる。 7  38  29  12  3.0 

3  子どもは、授業内容を理解できている。 2  52  22  7  3.3 

4  子どもは、常日頃、礼儀正しいあいさつや正しい言葉遣いができている。 14  61  11  2  3.8 

5 
 子どもは、社会や学校のルールを守って生活している。（交通ルール、身なりや頭髪などの学校のきまり（服装容

儀規定等）を含む） 

26  54  5  3  4.1 

6  子どもは自分のスマートフォンを持っている。 69     20  4.1 

7  子どもが使うインターネット端末にフィルタリングを設定している。 25  33  14  8  3.7 

8  子どものインターネット状況（誰とどんなやりとりがあるなど）を知っている。 16  52  16  4  3.7 

9  子どもにインターネット端末に関するトラブルや危険性を伝えている。  43  42  2  1  4.4 

10  テレビ・ゲーム機器・スマホ・携帯電話等のメディアの使用については、家庭で決めた約束ごとを守らせている。 16  52  17  3  3.7 

11  子どもはやればできると思う。 32  52  3  0  4.3 

12  子どもは、集団の一員として、学校行事や生徒会活動、部活動等に積極的に取り組んでいる。 25  51  7  4  4.0 

13  子どもは、家庭や地域での役割をしっかり果たしている。（家庭での手伝い、地域行事等） 20  49  14  4  3.8 

14  子どもは、誰に対しても思いやりをもち、望ましい人間関係づくりに努めている。 15  67  4  0  4.1 

15  子どもは、本・新聞など活字に親しんでいる。 8  27  36  16  2.7 

16  親子で、学校や日常のことについて話をしている。 19  62  7  0  4.1 

17  親子で、将来のことや中学卒業後の進路について話す機会をもっている。  15  63  9  0  4.0 

18  毎日、規則正しい生活（食事・起床・就寝・入浴等）を送らせている。  20  52  14  2  3.9 

19  悩み事や相談ごとトラブル等があったら、先生が親身に対応してくれる。 17  53  8  2  3.9 

20  財部中学校は、安心して子どもが楽しく生活できる学校だと言える。（いじめ・問題行動への対応を含む）  9  63  11  2  3.8 

21  財部中学校は、ＰＴＡや地域との連携がとれている。 9  62  6  1  3.9 

22  財部中学校は、学校便りや学級通信等により、学校の様子がわかりやすい。 16  59  8  2  3.9 

23  学校からの配布物を必ず見て、保護者として締切りに間に合うよう提出している。 12  58  14  3  3.7 

24  学校のホームページを閲覧している。 6  29  37  14  2.7 

25  部活動において週２日以上の休みをとっている。（大会等以外 1日は土日のいずれか休む） 23  33  0  7  4.0 

 
【保護者の意見より】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このほか、指導の在り方や連絡体制についてのご意見もいただきました。それらの件については、全職員で共有し改善を図っていきます。またご意見
がありましたら、いつでも構いませんのでお寄せください。 

●子どもの通学カバンの総重量に驚かされます。あれを背負い毎日通学してることは考えたら少し何かしらの対策は考えられないのでし
ょうか？ 

→学校は、置いてもよい教科の資材を今一度見直し、生徒は、家庭での学習を自分で設計し、持ち帰る教材を精選することを同時に行う
ことで、通学カバンの重さを軽減することにつながるのではないでしょうか。 

●宿題は提出しないといけないのでしっかりできるが、自己学習だと意欲を出すための声掛けが難しいです。  
→今回のマイゴールチャレンジへの取組により、生徒自身の自主学習のマネジメント力を育てていく重要性を感じています。外からの動機
付けだけでなく、内発的動機に繋がるように学校の支援を模索しているところです。生徒一人一人の状況や意欲は異なりますが、ご家
庭でもお子さんの家庭学習の適切な環境づくりには何が必要か考えてみてください。  


